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平成 18年度 科学技術教育重点推進校事業研究発表会実施要項 
 
１ 目 的  研究機関と連携して科学技術教育の充実を推進している科学技術教育重点推進校にお

ける今年度の研究成果を発表することにより，推進校における次年度以降の研究の推進を

図るとともに，優れた事例については他校に普及させ，本県科学技術教育の質の向上に資

する。 
２ 期 日  平成 19年 1月 27日（土） 
３ 場 所  県立図書館視聴覚ホール 

〒３１０－００１１ 茨城県水戸市三の丸１－５－３８ 

ＴＥＬ：０２９－２２１－５５６９ 

４ 日 程   
12:30～13:00 受付 
13:00～13:15 開会行事 
13:20～13:55 水戸第二高等学校 「最先端の金属鏡を使った反射望遠鏡について」 

「擬二次元寒天ゲル中での銅金属葉の成長について」 
13:55～14:25 水戸農業高等学校 「食べて育む」  
14:25～14:55 鉾田第一高等学校 「巨大結晶作り」 
15:10～15:45 並木高等学校   「並列計算における環境コスト」 

「並木高校における通学エリアの変遷」 
「つくばの変遷を探るⅣ－交通機関の発達によって

所用時間はどのように変化したか？－」 
15:45～16:20 つくば工科高等学校「FRPボディー成型による EVカーの製作」 
                「二足歩行ロボットの製作」 
16:20～16:35 指導講評  
16:40     閉会 

５ 参加者  科学技術教育重点推進校（課外活動の充実）５校 
       高校生，教員，保護者及び科学技術に興味のある一般の方 
６ 指導講評  

茨城大学理学部長  
 坂田文彦 
茨城県高等学校教育研究会  
理化部長・工業部長 中川隆行，生物部長 大谷市右衛門，地学部長 菅谷政司， 
農業部長 市毛壽彦 
教育庁高校教育課副参事  
秋山久行 

７ その他  
(1) 1校当たりの発表について 発表時間 20分 質疑及び指導講評 10分を目安とする。 

（複数の発表をする学校については，持ち時間の中で調整すること） 
(2) パソコン及びプロジェクターは県立図書館で用意。参加校は USBメモリーや CD－ROM等で

パワーポイント等のデータを持参する。（ノートパソコンを持ち込んでもよい） 
(3) 次に発表する生徒は，ステージに向かって左側に待機すること。 
(4) 質疑を活発に行うため，発表者はわかりやすい発表に努めるともに，参加生徒は他校の発表に

対して積極的に質問すること。 
(5) 県立図書館の閉館時間が 17:00であることから，円滑な進行に協力するとともに，発表会終了

後は速やかに退出すること。 
(6) 駐車場のスペースに限りがあるので，できるだけ公共の交通機関を利用すること。 
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最先端の金属鏡を使った反射望遠鏡

茨城県立水戸第二高等学校地学部

２年 森島 加奈恵・冨山 香里

１．はじめに

地学部では，ハーシェルの金属鏡望遠鏡の再現を行ってきた。昨年

には，架台も完成しすべての再現を終えることができた。しかし，上

下の微動装置が上手く動かなかったので，改良に取り組んだ。また，

金属鏡の新しい可能性を発見することができたので，反射率が悪いと

いう最大の欠点を改善した金属鏡を使った望遠鏡の製作も行うことに

した。

２．上下微動装置の改善について

昨年製作した架台の微動装置は，ネジを使ったもので上端を自由に

動くようにした。このことが災いして，右の写真のようにどうしても

不安定になり追尾ができなくなることもあった。そこで，顕微鏡の鏡

筒を上下させるラックギヤとピニオンギヤを使った，微動装置を製作

することにした。

厚さ のアルミニウムアングルを組み合わせ，そこにピ3mm
， 。ニオンギヤを組み込み ラックギヤは の合板に接続した12mm

アルミニウムと合板の間には敷居滑りをはってスムーズに動く

ようにした。そして，右図のような微動装置が完成した。これ

は，形状的にはよりハーシェルが作ったものに近い構造である

と思われる。実際に観測をしてみると，低空の天体に関しては

スムーズに追尾することができた。しかし，高度が高くなると

微動装置により大きな過重がかかるので，動きが格段に重くな

ってしまうことが分かった。剛性が足りないようである。

３．最先端の金属鏡について

ハーシェルの金属鏡望遠鏡の再現を通して 「外気温に素早，

く馴染み，筒内気流が起きにくい 「剛性が高く，支持がいい」

加減でも鏡が変型しにくい」という金属鏡の利点を発見するこ

とができた。そこで，そのような利点を生かした，最先端の金

属鏡を製作することにした。金属鏡の最も大きな欠点は反射率

が悪いことなので，反射率を改善するために表面をアルミメッ

キすることにした。鏡材は素人が鋳造したのでは泡や鬆が多く

なるので，鋳造の専門家に鏡材の製作を依頼した。しかし，最

初に納品されたも鏡材は，銅と錫の割合が約８：２になってし

まい，見た目にもかなり赤っぽく，かなり固くなった。アルミ

メッキをするので，多少赤くても全く問題がない。そこで，研

磨作業に入った。非常に固いので研磨作業は難航したが何とか

研磨することに成功した。しかし，銅が多いために参加が進み

きれいにメッキをすることができなかった。

鏡筒は，ガラス鏡望遠鏡のものを流用してテストをした。観測結果は，反射率が劇的に向上し，明

るい像を見ることができた。

４．今後の課題

銅と錫の割合を７：３で鋳造したものが手元にあり，現在研磨中である。これにアルミメッキをす

れば，酸化せずにきれいな鏡になると思われる。



 3 

擬二次元寒天ゲル中での銅金属葉の成長について 
水戸第二高等学校 数理科学同好会 小室真理子 神長真実 鈴木絵里香 小室里花 

 

１．はじめに 

塩化銅水溶液中に鉄片を入れると Fe＋Cu２+→Cu＋Fe2+の反応が起こり、銅が析出する。この銅が樹枝状にな

ったものが金属樹である。しかし、水溶液中で金属樹を成長させると自分の重みで壊れてしまう。そこでシャー

レに薄く広げた塩化銅(Ⅱ)を含む寒天ゲル上に鉄片をのせ、ゲル中で成長させる事にした。このとき平面にできた
銅樹を銅金属葉と言う。私たちは擬二次元での銅金属葉の成長について調べてきた。金属葉の成長中、寒天ゲル

上に黄褐色物質が発生したため、寒天表面をラップで覆い、空気と遮断し、発生をおさえた。 
 
２．実験方法 

① 塩化銅（Ⅱ）CuCl2水溶液を 50ml作る。 
② 寒天末を水に混ぜ、約 80℃に加熱し寒天を溶かして、寒天水溶液を 50ml作る。 
③ ①、②の水溶液を混ぜ、直径 90mmのシャーレに約 4g流し込む。 
④ 固まった寒天ゲル上に丸く切り抜いた鉄片を置く。 
⑤ なるべく空気が入らないようにシャーレと同じ大きさに切り取ったラップを貼り付ける 
⑥ 銅葉が成長していく様子をデジタルカメラで撮影する。 

 
３．実験結果 

● 寒天を薄くすることで金属葉は横方向に成長し、二次元に近い金属葉にすることができた。 
● 銅樹の周辺にできた赤褐色沈殿は水酸化鉄(Ⅲ)であると考えられる。 
● ラップの材質によって金属葉の成長に違いがでた。 
● フラクタルパターンの代表例である DLA（拡散律速凝集）が見られた。 
● 銅金属葉の形がフラクタルパターンであることがわかった。 
● 成長した金属葉のフラクタル次元を算出することができた。フラクタル次元は約 1.7次元だった。 
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